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近年、本県においても産業開発の進展等に伴って伝

統的・歴史的な景観が大きく変りつつあります。

そこで県教育委員会では昭和５０．５１年度にわたっ

て国庫補助事業の一環として文化庁の指導助言を受け

て、県内８地域の条里遺構残存地区について調査を実

施しました。

本報告書は、この調査の成果を地図化し、解説を付

したものです。この報告により熊本県内の条里制につ

て一層のご理解を深めていただければ幸いです。

最後に本報告を執筆された調査員各位、調査に多大

のご協力を得た各市町村教育委員会に深謝の意を表し

ますｏ

昭和５２年３月

熊本県教育長林田正恒

序
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1．本書は昭和５０．５１年度に国庫補助事業として実施した「条里制調査」の報告であ

る。

2．本文の執筆者については、各文末に氏名を記している。

３．条里分布図の作成は以下のように行った。

（ｲ）方位が同一で、１町方格の土地割が連続性をもって展開している場合には単一条里

とし、その間に非条里区が部分的に存在していても連続性に食い違いがなければ同一

の条里とみなした。

（ﾛ）明治時代、すでに耕地整理がなされ、条里地割の存在しない地域があるが、この場

合明治時代の２万分の１の地形図（明治３３年大日本帝国陸地測量部作成）を参考と

して条里地割の復原を行った。

㈱条里地割の中に記す数字は坪付小字名で通称名も含む。なお数字の下に江のつく地

名は筑後に多いが、肥後でも坪付小字名として取扱っている。

㈲想定駅路は空中写真の判読が可能な範囲で明示した。

㈱条里分布図中の遺跡分布については、熊本市、宇土市、山鹿市、菊池市、宮原町の

各教育委員会で刊行されている分布図に基づき『全国遺跡地図（文化財保護委員会‘

昭和４１年刊行）」を参照して作成した。

４本書の基礎となる調査は以下の諸氏がこれを行った。

牧野洋一（熊本商科大学教授）

日野尚志（佐賀大学助教授）

規工川宏輔（熊本大学講師）

田辺哲夫（玉名高校校長）

上田国男（米野岳中学校教論）

板楠和子

なお、現地調査と並行して行った、文書地名調査には、工藤敬一氏（熊本大学教授）

の指導のもとに、熊本大学法文学部国史研究室（野田和美、藤田敏雄、黒木広志、川副

義敦、片桐京子）の協力があった。また調査全般にわたる助言を田中琢（奈良国立文

化財研究所）、八賀普（奈良国立文化財研究所）の諸氏から得た。

5．本書の編集は、熊本県教育委員会文化課がこれを行った。
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亙熊本県の条里概観

肥後国の条里は肥後国府（時代によって変遷したことは明らかであるが、その前後関係には異説が多

い）の設けられた熊本平野を中心にして、菊鹿盆地・八代平野・阿蘇谷等、各地に広く分布する。この

ことは律令時代、西海道で唯一の大国’)であった肥後国の生産性の高さを物語るのであろう。

条里地割ば肥後国１４郡のうち、葦北・天草・山本３郡を除いて、その分布が知られるが、宇土半島

の三角付近が律令時代に天草郡であったとすれば、天草郡にも条里が施行されていたことになる。また、

山本郡も山鹿郡との郡境に多少の問題を含むが、検地帳によれば局地的な条理施行は十分考えられる。

なお、近世の郡境が古代の郡境と変らないとすれば、山本郡にも条里施行が考えられる。しかし、山本

郡は合志郡から分れて独立2)した。
一方、律令時代、南のフロンティアといわれた薩摩・大隅２国に接する球磨郡にも僅かながら条里地

割が検出され、また、条里地割を･見おろす台地に古墳があり、その近くには「歳ノ町」といった郡正倉

に由来するとみられる小字名があり、球鱈郡の中心地は早く開発が進んだのであろう。さらに近くには

須恵・久米（郷名でもある）など部に関係のありそうな地名があるなど、条里地割の検出を通して、深

く考えさせられる。

一方では、条里地割の分布から、古代における開発がどのような方向にあったのかをある程度把握す

ることもできる。また、熊本平野・菊池川下流域・宇土平野・八代平野における条里地割の末端から、

律令時代の海岸線を推察することも可能であるが、一般に河川の流域に沿って条里地割が有明海に突出

しているのも河川の堆積作用が早く、それだけ土地利用が早くできたものと思われる。

熊本平野では白川、緑川の氾濫によって消滅した条里地割も少なくないと思われるが、条里地割を正・

確に把握することによって、当時の河道、ひいては郡境が考えられるなど、興味深い。

最近のように圃場整備が進んだ段階では、調査がやりにくくなってきたことは事実で、熊本県下でも

熊本平野の一部を除いて、既に圃場整備が終っている。幸い、熊本県では教育庁の配慮によって、関係

史料の入手を先手先手と進められたことに感謝したい。 （日野尚志）

1）『日本紀略』延暦１４年（７９５）８月２１日条に「以2肥後国1為2大国１」

2）『日本三代実録』貞観元年（８５９）５月４日条に「分2肥後国合志郡1始置2山本郡１」
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IＩ各地の条里復原

１菊鹿盆地の条里

調査対象は、肥後国山鹿・菊池・合志・山本郡に関わり、熊本県北部の山鹿市、菊池市ほか８町１村

（鹿本郡鹿本・鹿央・菊鹿・植木町、菊池郡七城・酒水・西合志・合志町・旭志村）に属する。地形的

には、筑肥山地と肥後台地とに囲まれた菊池川中流域で、菊鹿盆地とこれに付随する合志川、岩野川の

沖積低地を含む。これまで本地域の条里については、これを裏付ける史料がなく、かつ遺名も限られて

いることなど、研究上の制約からほとんど解明されていない。しかし、空中写真、大縮尺図による条里

地割の検出、検地帳に記載された数詞地名の聞き取りなどによって条里制復原のてがかりを得るにいた

った。ここでは、検出した条里地割の分布を中心に報告する。

なお、盆地の大部分は|日菊池郡（東部）と旧山鹿郡（西部）に含まれ、｜日合志・山本両郡は盆地南縁

と合志川流域に位置するが、郡境が不明確なため郡別の記述はとらず、同一方向の連続した条里地割を

条里区として設定するにとどめた。

(1)菊池条里区

菊池川支流の内田川は、現在、七城町水島以南より鹿本郡（鹿本町）と菊池郡（七城町）の境界と

なっている。条里の方向も内田川を境にして右岸（鹿本郡）がＮ３７ｏＥ、左岸（菊池郡）がＮ４０ｏ

Ｅと異なっていることから、当時においても山鹿郡と菊池郡の郡界をなしていたものと推定される。

これより東部は、菊池市街地周辺の断片的な条里地割のほかは、すべてＮ４０ｏＥの方向をとる同一

の条里である。なお、これと交差するＮ５３ｏＷの線は鹿本条里区と連続しているので、わずかにひ

しがた状をなす。このなかで、菊池川とその支流迫間川にはさまれた盆地中央部分に、明瞭で最もま

とまった条里地割を検出することができる。迫間川に沿う区域は、一帯が扇状地状の地形（平均傾斜

６／１０００）から土砂の堆積による条里地割の消滅が考えられ、砂田に「中の坪」「ロノ坪」の小

字名が残る。迫間川と内田川が菊池川に合流する高島、加恵以西は、湛水常習地であり、圃場整備前

の地割は網状の水路に沿って不定型である。また、盆地の東方、菊池川左岸の赤星にも条里地割が連

続するが、東端は扇状地状の微地形に従った地割になる。しかし、赤星では地下約１ｍより自然篠を

敷いた直線道路（幅２．５～３ｍ）が発掘されており（昭和４９年、県文化課調査）、それが条里の方

向と一致するところから、条里地割は盆地東端まで及んでいたと考えられる。小字名として「九ツ簿」

「塔ノ島」「中ノ坪」がある。

本条里区には、『和名抄』記載の菊池郡郷名のうち、「水島」、「辛家」、「夜開」、「子養」、
かえやけごかいかにあなわたり

「上甘」、「日理」に比定される集落として、それぞれ水島、加恵、夜開、五海、蟹穴、亘ｶﾐある。

なお、数詞地名として検地帳に「十五」、「とう力つぼ」（上西寺）、「五ノ坪」（夜開）、「十

五」（新古閑）が記載されている。このうち、「五ノ坪」を伝承地名として確かめることができたが、
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坪並、里界線の復原は未だ困難である。

(2)大琳寺条里区

菊池市の市街地西方の水田にＮ１２ｏＷの条里地型地割が１０町ほど検出される。菊池条里区より

一段高い扇状地面にあることから、時期を異にした条里と推定される。また、市街地南方にも条里と

みられる地割が断片的に存する。

(3)菊鹿条里区

内田川流域の北部には、菊鹿盆地で例外的ともいえる正方位に近いＮ３ｏＷの条里地割がまとまっ

て、しかも明瞭に残存する。現在は行政上、鹿本郡（鹿本町。菊鹿町）に属するが、町村合併（昭和

３０年）までは、竜口以南より木野川が鹿本、菊池郡の郡界となっていた。『和名抄』の菊池郡城野

郷（菊鹿町木野）、中世の山鹿郡泉本庄（鹿本町庄一帯）の位置よりふれば、この条里区は全く扇状

地状の地形傾斜に応じて地割がなされたとみるほかはない。あるいは、この条里区全体が本来菊池郡

に含まれていたとも考えられる。

この条里区の南西端に「三十六」（庄）の伝承地名があるほか、内田川の谷口に「三十六ノ橋」

（島田）、庄井手に「ロノ坪の堰」がある。ことに、「三十六」の地名は５反ほどの限られた区域で

あり、かつ、これが、方向の異なる鹿本条里区との接点にあたることから、本地域における条里制施

行の一基準点をなしたとみられる。この地点（図中Ａ）を含む里界線の延長には、古代の山城で知ら

れる鞠智城の１峰（１５０ｍ･ワクド石北方）が載る。さらに、聞き取りによれば「三十六」の水田

中に巨石があって、耕作上の障害から地中に埋められているという。これが条里の基準点と何らかの

関わりをもつものか検討を要する。以上の「三十六」のほかは、確たる数詞地名がないので、坪並の

復原は困難である。

なお、検地帳では、木野川のせまい谷に「いちのつぼ」、「市野坪」（阿佐古）と「一野坪」（宮

ノ前）の数詞地名がある。

(4)鹿本条里区

菊鹿条里区の南西に続く内田川流域と、菊池川左岸低地からなり、全体として逆Ｌ字状をなすが、

条里の方向はＮ３７ｏＥで連続しており、同一条里区とゑてよい。大部分が山鹿郡の条里とみられる

が、後述のように東南端（合志川右岸）は合志郡の条里と推定される。合志郡より貞観１年（８５９）

分離した山本郡の条里は、ほぼ南北にのびる現在の菊池・鹿本両郡界からみて、合志川沿い（葦原～

宝田）が想定されるが、坪並が不明なので確かではない。一方、『和名抄』の山鹿郡伊智郷を合志川

谷の伊知坊にとれば、山鹿郡の領域がかなり広くなり、合志郡より分離した山本郡の位置関係からみ

ても不自然である。この点から、伊智郷は、吉田東伍の『大日本地名辞書』に述べられている如く、

「伊智郷」を「伊智田」として、内田（菊鹿町内田川流域）に比定する方がより妥当ではなかろうか。

鹿本条里区の条里地割は、菊鹿条里区の「三十六」西南隅の地点（図中Ａ）と、菊池川左岸の地点
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（図中Ｂ）を結ぶ直線が基準線（Ｎ３７ｏＥ）となっていたと考えられる。この根拠はＡ地点が前述のよ

うに菊鹿条里区との接点であり、またＢ地点が現在、鹿本・植木・七城町の境界であって、近世には

玉名・山本・合志郡の境界であること、さらに合志郡側（七城町橋田）には、Ｂ点の場所を１の坪と

し、以下基準線に沿って南へ数える千鳥式の坪並が伝承地名によって復原できることなどによる。

なお、Ａ・Ｂ２地点の延長線上に平尾山（２１５．７ｍ）（図中Ｃ）、三ノ岳頂上（６８４ｍ）が載る

ことから、これらの頂点が測地の目標となったと承られる。

以下、菊池川左岸低地と内田川流域に分けて条里地割の分布について述べる。

ア、菊池川左岸低地

菊池川左崖低地は菊鹿盆地のほぼ西半部に位置し、東南端の小野崎（七城町）から、西北端の志

志岐（山鹿市）まで約８伽の細長い水田地帯をなす。盆地のなかでは最も低位の氾濫源であり、東

西両端の比高は１０ｍに過ぎない。したがって集落は菊池地区や内田川流域と異なり、洪積台地の

崖端と自然堤防上に連なる。なお合志川、千田川、岩原川が低地内を北流して菊池川に合流する。

千田川以西は、崖端より自然堤防上の長坂、南島両集落付近まで条里地割が検出できる。これよ

り北側は、菊池川の乱流を示す地割がみられ、ことに白銀、中ノ丁間には地割にメアンダーのあと

が残る。方格地割が比較的明瞭な部分は、千田川中心の約３０町と岩原川中心の約５０町で、その

間は「牟田」の地名からも察せられるように、湿地が拡がっていたとふられ、条里地割は断片的で

ある。『肥後国誌』には、「持松ノ内牟田村高百三十七石余当村ハ田底ノ沼ナリシヲ寛永

ノ比忠利君ノ命二依テ墾田トシテ農村トス」とある。しかし条里地割はこれらの低湿地をも含め

統一したプランに従って施行されたものと解される。なお、圃場整備前の鹿央町（|日米野岳・千田

村）と山鹿市（|日米田村）の境界は条里の界線に従ってＮ５４ｏＷの方向に一直線（約2.5ｍ､）と

なっている。

条里に関する数詞地名に「十八」（山鹿市長坂）、「十九」（鹿央町下千田）の小字があって、

両者は坪界線により南北に接する。前者は約４町、後者は約３町の区域であり、千田川右岸の伝承

地名「三十六」（鹿央町久野）とあわせ、山鹿郡の坪並は北東隅を１ノ坪とし南東端を３６ノ坪と

する千鳥式であることが判明した。そのほか検地帳には「藤の坪」（上千田）があるが、位置は不

明である。

千田川以東は、明治４１年の耕地整理により菊池川・合志川沿いの自然堤防、河原地をのぞくほ

とんど全域にわたって１筆１反半に整然と区画されている。しかし、周囲に残る条里地割と耕地整

理施行当時の地図から、本地区の耕地整理は条里の坪界にしたがって１町方格を８筆に分けている

ことがわかる。鹿本町（旧中富村）と鹿央町（旧千田村）の境界である宮原川（南島井手）は、や

や曲折しながらも条里の界線に従って低地の中央をＮ５３ｏＷの方向に流れている。

数詞地名として、前記千田川沿いの「三十六」（鹿央町久野）のほか、合志川沿いに同じく

「三十六」（植木町山城）の小字がある。後者はほぼ１０町の範囲にまたがるが、想定した里の南

東隅を含んでいることから、山鹿郡の条里の坪並とみることができる。そのほか検地帳には、「九

ノ坪｣（植木町二田）､｢十五｣(植木町平島）の数詞地名があるが、位置は不明である｡
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なお、中世の『五条文書』（熊本県史料中世篇所収）には「菊池家老臣連署知行坪付」のなか

に「一所平嶋九条分十二坪」、同じく「田嶋重賢坪付」のなかに「平嶋九条分坪付一所九条

屋敷半ケ所」と記されている。「平嶋」は合志川沿いの字名であるが、「九条」が条里関連の地名

であるかどうかは疑問である。

合志川右岸（鹿本条里区東端）は、左岸の条里と連続し、千田川沿いの坪並によって想定した里

界線が、既述の基準線（Ａ～Ｂ）に沿う橋田（菊池郡七城町）の里界と結びつく。橋田には「ロノ

坪」を含め１４の数詞地名「三ノ坪」、「四ノ坪」、「五ノ坪」、「六ノ坪」、「セノ坪」、「八

ノ坪」、「九ノ坪」、「とふの坪」、「十五」、「十七」、「十八」、「二十」、「二十一」が

検地帳に記されており、このうち「三ノ坪」「四ノ坪」「五ノ坪」「六ノ坪」「九ノ坪」「十五」

「十八」が伝承されている。この坪並は山鹿郡のそれと異なることから、基準線（Ａ～Ｂ）以東は

前述の如く条里施行当時より合志郡に属するものと承なされる。

なお、橋田の北方、菊池川と合志川が合流する一帯には、条里の地割はふられず、かっては氾濫

地をなし、畑地として利用されていた。これは近世の「玉名郡中富手永絵図」によってうかがえる。

イ、内田川流域

内田川沿いの氾濫地のほかは全域にわたってＮ３７ｏＥの明瞭な条里地割が検出できる。扇状地

状の地形（平均傾斜９／１０００）をなし、表土の下部は玉石まじりの砂利層となる。水田中に塊

村が分布し、中央部の高橋（鹿本町）には、５世紀後半～７世紀頃の居住雌が水田面の約４Ｏｃ１ｍ下

で発見されている（昭和４９年、県文化課調査）。内田川沿いには旧河道を示す地割や、「広河原」

「中川原」「中須」「間川」などの小字名が多く、氾濫地であったことを示す。

本条里区は条里地割が明瞭で小字の境界もほとんど条里の界線によっているが、小字名には「大

坪」「京の坪」がある程度で、検地帳にも数詞地名は見られない。ただ、菊池川沿いの藤井に伝承

地名として「三十六」があり、この位置から、本地区が菊池川左岸低地の条里と連続していること、

菊鹿条里区との接点（図中Ａ）に鹿本条里区の里界線が載ること、そして同接点と菊池川左岸の図

中Ｂ地点を結ぶ前述の基』準線が里界線であることなどが確認できた。また、Ａ点を含む里界線の延

長上に茶臼塚古墳（１１２ｍ）があり、これが盆地を傭鰍するのに好適の丘陵上であることから、

条里地割施行との関わりも考えられる。

内田川地区の水田景観を特色づけるものとして、条里地割に枠組みされた大小８カ所の皿池があ

る。扇状地の地形であるため、もとより潅澗用水の取得に恵まれた土地ではなく、これらの溜池の

いくつかは、条里時代の水田開発にあたって築造されたものとふることができる。このうち、最も

規模の大きな前田溜池（１町四方）は、最上流側にあって内田川水系の水を溜め込む機能をもって

いる。さらに下流側の溜池はそれぞれ上流側の余水ないし湧水を溜めるというようなシステムとな

っている。

(5)来民・御宇田条里区

内田川流域の西方には、鹿本条里区とは異なる条里が２カ所に存する。内田川の低地よりやや高位
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の台地上にあって、この地区の主要な潅潤用水路となっている御宇田井手（内田川の津袋より取水）

は、延長３年（９２５）、御宇田城主藤原光重によって開削され、田地１８０町歩を養ったという。

このような史実からみても、鹿本条里区とは異なる時期の地割と考えられる。

このうち、来民条里区は鹿本条里区と同じＮ３７ｏＥの方向をとりひし形状をなす。これは地形に

適応した結果であろう。御宇田条里区は、来民条理区の西方にあり、Ｎ２７ｏＥの方格地割が検出で

きる。この条里区の南東端に「三十六」（下御宇田）の小字がある。

(6)岩野川流域の条里

菊池川の支流、岩野川の谷には石村、杉（日輪寺山南方）、津留（彦岳南方）の３カ所にそれぞれ

Ｎ１８ｏＥ、Ｎ４６ｏＥ，Ｎ５ｏＥの条里地割を検出することができる。前述の来民・御宇田条里区

と同じく旧山鹿部に属する。方向がいずれも異なるのは、せまい谷の地形に応じたものとみられる。

このなかで、津留条里区は約２０の坪が検出できるが、坪の区画は１町より約１０％ほど長い１２０

～１３０ｍの方格となっている。

条里に関する地名として、検地帳には「ロノつぼ」（石）が記されている。なお、津留条里区には、

「餅町｣「示鴬町｣など｢町｣の付く小字(8)が目立つ。

(7)合志川流域の条里

本地区は、菊鹿盆地の南部、洪積台地を刻むせまい谷で、上流部の姫井（旭志村）より下流部の平

島（植木町）まで、約１８kmにわたって幅５００～７００ｍの低地が続いている。合志川の谷はさら

に支流の至星jll､I嬢hl(谷幅150~300m)に分かれる｡合志川流域の大部分は旧合志郡に属し

ており、現在、菊池郡j四水．西合志．合志の３町からなる。また、その下流の鹿本郡植木町舟島、伊

智坊付近は旧山本郡に属するものとふられる。

本地区の条里については、検地帳に下記の数詞地名が記載されていることによって裏付けられる。

すなわち、合志川の谷には「三十六」（酒水町、田島）「十九」（酒水町、南田島）「六ノ坪」（酒

水町、岡）「六ノ坪」（酒水町、猪目）「九ノ坪」「とうケ坪」「十八」「三十六」（酒水町、久米）

「十八河原」（酒水町、福本）などの地名があり、また合志川支流、塩浸川の谷には「一の坪」「十
ついき

三」「十六」（西合志町江良）、同じく上生川の谷に「十六」（西合志町、上生、積雪）力§ある。

このほか、「ロノ坪」の地名が、合志川には７カ所を数え、上流は旭志村（旧菊池郡）の高永、伊

萩、岩本まで分布する。

また下流の旧山本郡にも「十五」（植木町平島）「九ノ坪」（植木町二田）が記載されている。

しかし、条里地割は早くから耕地整理が進承、加えてせまい谷のために地割が乱れているため、

その検出は困難である。わずかにほぼ正方位（Ｎ３０ｏＥ）をとる里界線が既存の道路や畦畔に残り、

町村界（酒水町と植木町、西合志町と酒水町、旧田島村と旧酒水村）にもなっていることが判明した。

これと明治３３年測図による２万分の１地形図とによって、下流部では伊知坊（鹿本郡植木町）付

近までほぼ正方位をとる条里の施行地域を想定することができた。これより鹿本条里区（Ｎ３７ｏＥ）
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表１条里参考地名(1)植木・北部

－７－

との境界は平島付近とみることが妥当であろう。

検地帳に記載される数詞地名がほとんど伝承されていないため、条里の復原は今後の調査にまたね

ばならないが、想定した里の東北隅に「三十六」の地名が２カ所（田島、久米）伝承されていること、

植木町との境界線に沿って酒水町西端の田島に「ロノ坪」の小字名があることから、西北隅を１の坪

とする前述の橋田（旧合志郡）の坪並と同一のものとみられる。なお、植木町側の坪並は不明である。

合志、山本２郡の境界については、七城町松島より花房台地の西端にそって南下し合志川低地にいた
わ

る現町界をあてることが妥当ではなかろうか。しかし、その南方では．ｊ四水町の佐野、西合志町の上
ぷ

生ｶﾐそれぞれ『和名抄』の山本郡佐野郷、山本郡殖生郷に比定されるので、現町界からはずれる。

（規工川宏輔）

町名 大字 小字

植木町 原
底
坊
水
泉
野
原
応
岡
住
木
水
田
寺

智
内
台

宮
田
伊
清
有
岩
平
富
豊
広
一
滴
鐙
円

大坪、八久保

三十六、一町田

田
六
田

反
十
反

五
三
五

二反田、五反田、六反田、一町田

壱町田、八久保

五反田

田
家
反
シ
六
八
、
、

田
坪
反
ノ
五
七
、
、

田
田
反
反

一
一
一
一
ハ

大坪

田
部
反
三
四
十

六反、八久保

三反田、五反田

北部町 下硯川

徳王

梶尾

鶴羽田

桶野

改寄

明徳

和泉

貢

北壱町田、南壱町田、六反田

大坪

五反田

一の口

八シ江

三反田、一町田

五反田

恵
田
シ
反
七
八



２菊池川下流域の条里

菊池川の流域を中心にして、６つの条里区が考えられる。そのなかで、比較的規模の大きい条里は菊

池川左岸の下付近で、土地割の方位はＮ２２ｏＥである。周辺は大部分、既に耕地整理がなされている
とう

が、坪付小字名としては、下の小字に「唐ノ坪、１５」、安楽寺の4､字に「３６」がある。「３６」は

玉東町との境にあり、周辺に条里地割が検出されないが、下付近の条里地割の延長として考えた場合、

東北隅を１ノ坪、東南隅を３６ノ坪とする千鳥式が考えられる。この場合、旧安楽寺村と旧稲佐村の村

境が里界線になることに注目したい。

一方、右岸では元玉名から高瀬町の北にかけてＮ２５ｏＥの土地割をもつ条里地割が検出されるが、

坪付小字名は存在しない。その規模から、玉名郡最大の条里区であるが、この条里区を見おろす台地上
１）

に玉名郡家が想定され、近くには式内社の疋野神社がある。『釈日本紀』巻１６に、

肥後国風土記日玉名郡長渚演憲郡昔者大足彦天皇訣豊球磨噌磯還駕之時泊2御船於
此積i､；云々又御船左右瀧魚多之悼人吉備国朝勝見似ﾚ鈎釣之多2有所獲i~即献2天皇１勅日

所撒之魚此為洞魚朝勝見奏申未鵬其名,止似,鱒魚,耳裳天皇歴御覧日俗見鍵多物’鵬
爾陪佐爾,今所し献魚甚此多有何ﾚ謁爾陪魚，今謁爾陪魚,其縁也

とあり、長洲が郡家の西になっている。この場合、長洲のどこを指すのか判明しないが、郡家の想
３）

定地からほぼ長洲が西になっているといえるであろう｡郡司は日置公とみらえ日置氏は鉱工業と無
縁ではないと考えられる。それは『和名抄』に日置郷が記され、郡家の想定地付近が日置郷であろう。

菊池川流域は鉄の産地として考古学上著名であることから、鉄を掌握していた可能性も強い。山鹿郡に

も日置がある。想定される郡家付近には古墳も多い。

ここでは菊池川をはさんで右岸に広がる元玉名から高瀬と下付近に分布する条里の方位と土地割

が連続しないことに留意したい。

残りは局地的条里で山部田付近に真北をさす条里、中付近にＮ８ｏＷの地割をもつ条里、築地付近

にＮ１１ｏＷの地割をもつ条里、大倉にＮ２６．５．Ｗの地割をもつ条里が、それぞれ検出される。

一方、条里地割は検出されないが、南関町大字四津原に小字「５ノ坪」がある。 （日野尚志）

1）田辺哲夫（１９５６）「玉名郡倉吐と推定される肥後立願寺の遺構」熊本史学１０１～１１頁

２）宇佐大鏡に「玉名郡伊倉別府件別符者当郡友司日置則利先祖相伝之私領也」とあること、さらに

寛政６年（１７９４）に菊水町の瀬川から出土した火葬蔵骨壷の墓誌銅板に「玉名郡人外少初位下

日置卸公権擬少領」とあること等から確実といえよう。‘

3）井上辰雄（１９６７）『火ノ国』学生社１５１～１７５頁
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ｅ 熊本平野の条里

(1)旧託麻郡の条里

託麻郡の条里の復原については米倉二郎教授上田国男氏などの研究があり、筆者も復原を行った

ことがあるが、条里界線や坪並については大略変更する必要はないと思う。ただ条里施行域が託麻

郡の熊本低地の中でどの範囲にまで及んだかは慎重に考慮することにした。託麻郡の条里の復原につ

いて繰り返しになるが、ここで一応ふれておきたい。条里制地名としては、出仲間に７ノ坪、３ノ坪

北坪、長溝に大坪、田迎に８反坪、八王寺に五反田、木部に２ノ坪、西２ノ坪、本荘に中ノ坪、

近見に３６，８ノ坪、６条、高江に中ノ坪、江津に北１９、南１９、良町に１７と、本地域全般にわ

たって見出されるが、坪名の遺存は比較的少ない。坪名は少ないけれども、条里遺構は空中写真でも

明らかなように道路、潅概水路は明瞭に残されているので、坪名とあわせ考えることにより条里を復

原することができる。

熊本女子大所蔵の明治’３年頃の字図によってこれらの坪名の位置を地形図上に記し坪並を想定す

ると、１坪が東北隅に始まり、南東隅が３６坪となる千鳥式の坪並が考えられるｏこの推定は遺され

た坪名の地積が狭い十禅寺の３坪と近見の３６を基準に推定したもので、近見の８坪は３６に隣接し

てあるが、これは８坪が北西へ１坪分だけ移動して残された地名であろう。託麻郡の条里の方向はＮ

５ｏＷとなる。
１）

託麻郡の坪並は、飽田、山本、玉名の各郡でも同様である。阿蘇郡は南から北へと坪並はすすみ、

南東隅が１坪で北東隅が３６坪となる千鳥式であり、条も東から西へと進んでいる。益城郡は南西隅

が１坪で北西隅が３６坪となる千烏式であり、宇土郡もこれにならうようである。こうしてみると、

各地区の坪並の配置は傾斜の方向にならい、水の流れる方向に進んでいることがわかる。坪並を検討

する場合に水の流れる方向を見定め、まず川上の方を１坪、川下の方を３６坪と考えるのが妥当のよ

うである。

『詫摩文書」が大分県史料（’２）の中に収録されているカミこの中に条里地名が見出される。詫摩氏

は鹿子木東荘、神蔵荘、安富荘（託磨本荘）などの地頭職であったところから次のような里名が「詫

摩文暑iに記されている｡まず託麻郡の神蔵荘には柴間里､長溝里､高墓里､東里鳥栖里､清田里、
馬橋里、長沼里、小楠里、大楠里、萩原里、辛埜里、牧田里、蒲原里、神社里、新河里の’６里があ

る。その他にいずれの荘に属するか不明であるが、明法里と託磨西郷の柳田里がある。託磨本荘の安

富荘には蒲田里、大楠里、小楠里、疋田里､蒲牟田新開内東里、萱原里、蒲田里、烏栖里、依津里、

公田里、早渡里、寺田里、丸田里、栗楠里の’４里が記されている。神蔵庄と安富庄には、鳥栖里、

蒲田里、大楠里、小楠里が重複して記載されているが、これは両庄の境界がこれらの里を２分割した
（力）

ものであろうか。飽田郡の鹿子木東荘には猪耳里、馬馳（橋）里、円嶋里、楠山里、武礼（牟礼)里

田嶋里の６里が記されている。

まず神蔵荘の里名から比定しよう。長溝里は熊本市出水町長溝に比定できるが、長溝は大字名とし

て残存していたため、６町平方よりかなり広い面積となる。その中で長溝の集落のある所を長溝里に
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比定することができよう。萩原里は詫摩文書によると神蔵庄の春武名の中に、辛埜里、大楠里、神社

里と一緒にでてくる。春武名は旧春竹村付近に比定できると思われるので、旧春竹村の小字で萩原と

大楠が萩原里と大楠里の遺称ではなかろうか。安富荘の里名では寺田里が旧春竹村の寺田に比定でき

ると思われるので萩原里の北に寺田里を比定しておきたい。また、旧御幸村には２ノ坪の北に丸田の

小字名があるので、丸田の集落を含む地域を丸田里に比定したい。安富荘の依津里は「えづり」と発

音したと思われ、画図町上江津に比定しておきたい。近見には柳田の小字名があり、ここに柳田里を

比定しておきたい｡次に｢健軍社領肥後津守保作田人給注文豊｣にでてくる横枕里は､熊本市の,日田迎村
田井ノ島字横枕に比定できるのではなかろうか。旧津守保は益城町と嘉島町を中心にかなり広範囲に

広がっているので一応ここに比定しておきたい。詫摩文書の中の里坪名の記載から１２世紀後半から

１４世紀中葉までは条里制地名がまだ多く利用されていたことがわかる。

(2)国府と条里

国府と条里との関連については米倉二郎教鋒§密織関連のあることを指摘されたが､筆者も託麻
５）

国府と託麻郡の条里がやはり関連あるものと考える。託麻国庁跡については松本雅明教授が発掘調査

を試みられ、その国庁域を図示しておられるが、これを託麻郡の条里にのせて考えてみるとき、２町

平方の国庁域の西辺と南辺が条里界線と一致するように思われる。これに託麻国府域を記入すると、

府域の西辺が一の井手に沿うものと考えられ、これは条里の方向とやや異なるが、北辺、東辺、南辺
６）

は条里の地割の方向と一致するようである。この府域について木下良氏は米倉二郎教授より２町ほ

ど北に推定しておられるが、筆者は条里との関連で北辺は里界線と一致するのではないかと考えてい

る。この里界線より北の方には条里遺構が残されておらず、府域の北辺を定めるのに里界線としての

道路は極めて便利なものであったと思われるからである。

米倉教授は託麻国椅を中心にして方８町の府域を最初想定されたが、後に条里の方向と府域の方位

が異なるのではないかとして修正さ捉え｡筆者は託麻郡の条里の復原から米倉教授が最初に想定され
たように府域は条里に従うものとの説に賛成したい。ただ米倉教授の推定府域を１町北へ寄せて推定

しておきたい。筆者の推定府域は木下良氏のものより１町ほど南にずれている。

さらに飽田国府と条里との関係について考えてみよう。飽田国府は木下良氏が推定されたように

大明神と居屋敷を含む方２町の国庁域とするならば、里界線が国庁域を通ると思われる。飽田国府へ

と国府の移転が行われた際に、条里地割を利用して国庁が建設されたとも考えられるのである。飽田国

庁の位置は託麻国庁から里界線が西へ伸びてくるその延長上にあり、それが後に託麻国府と飽田国府

をつなぐ重要な道路になったとも考えられるので、陸上交通と河川交通の結節点に飽田国府は設置さ

れたと考えられよう。

(3)駅路について

木下良氏により肥後の駅鴎明らかにされたが､このﾙーﾄについて日野尚志氏も承認された。
この想定駅路の跡は空中写真によりほぼ直線道路として認めることができるが、とくに長溝や重富付近で

明瞭である。ただ緑川と加勢川間が明瞭でなく、緑川以南の城南町の蕃町と今村間で明瞭である。こ
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の駅路と条里との関連についてみるならば、旧託麻郡では１条と２条の条界線と駅路が一致し、益城

郡では蕃町から今村へ至る道路を基準に条里が西へ延びている観がある。つまり条里の方向と官道が

一致し、むしろその条界線の道路が駅路として利用されたように思われる。託麻府の位置はこの駅路
９）

と密接な関係をもって設置されたであろう。松本雅明教授による益城国府推定地が、この駅路とは少

し離れていることだけを指摘しておきたい。

このように条里制と国府と駅路が密接な関係をもっていることを考えた場合に、条里制が単なる耕

地整理としての位置づけだけでは不充分で、地方政庁、駅路、耕地割を含む国土計画であったことを

推察させるものがある。

(4)旧飽田郡の条里

飽田郡は『和名抄』に記載され、明治２９年３月に飽田・託麻２郡が合併して飽託郡と称されるま

で、独立した郡であった。

熊本低地の飽田郡の条里は大別して現白川河道の北部地域と南部地域に分かれるが、まず北部地域

について述べる。条里制地名としては|日池田村の３反坪、６反坪、１６，本iうＲｌＥＷ{園村の大l釆旧宮内

村の西ノ深旧城山村の１３が認められる程度である。この中で旧城山村の１３を手掛かりに空中写真と

明治３４年測図の２万分１地図で条里地割を推定すると、Ｎ５ｏＥの条里の方向が考えられる。条里遺

構は空中写真によると高橋の南の下代付近まで認められ、この付近に条里時代の海岸線を求めること

ができよう。その海岸線は白川河道の南部地域よりやや西まであるようであるが、山麓に近いことか

ら海岸線をこの付近まで前進させることは妥当であろう。坪井川と白川にはさまれた地域には弥生時
どじょう力衣

代の道城方遺跡（集落跡）や下代町の集落遺跡力§判明しており、これらの集落に住む人々により条里

地域の開発が行われたであろう。

現白川河道の南部地域は力合村、中緑村、藤富村、八分寺村の旧村に条里遺構が分布するが､空にF厚
どんどう

真でその遺構が認めらbれるのは護藤（|日権藤村)から緑川までの問である。この地域で条里地名として

残存するのは、荒尾の１３，１５、合志の４ノ坪、八分寺の旧十三村（十三居屋敷の小字あり）、下

護藤の１５道、８ノ深旧中緑村の１５，中坪、大坪である。天明新川以南の|日中緑村の条里は天明新

川以北の条里と方向がやや異なる。

旧護藤村には検地帳や地撫帳に条里地名として、１５，１５その、１５ノ前、８ノ坪、２ノ坪、京
１０）

ノ坪が記されているが、この中で１５に関係した１５道と８ノ坪がわかる程度で、２ノ坪については

不明である。旧十三村は条里制の１３坪に関係すると思われ、当村には、１５所、１４かわらの地名が

暁といわれているが､今日現地では15所､１４かわらの場所については不明である。
この地域の条里を復原すると、まず復原の基準として選べるのは、狭い地積（１町以内）の数詞地

名の遺称のある荒尾の１５と下護藤の１５道である。これを手掛かりに条里界線を画くと、北部で約２

条、南部で約４条となり、里は６里位となる。条里の方向は現飽田町でＮ７ｏＥに偏しており、｜日中緑

村でＮ２ｏＥに偏している。坪並は託麻郡の坪並と同様北東隅に１坪がきて、西へ６坪と進み、

３６坪が南東隅へくる千鳥式が想定される。荒尾の１５、合志の４坪、旧十三村の１３、護藤の１５
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道はあてはまるが、下護藤の８坪は２８坪の２０が落ちた坪名と考えられる。旧中緑村の坪並も上

記の坪並と同様に考えられるが、美登里の１５のみの残存で一応これを手掛かりに条里界線を記入す

ることにした。

この条里遺構地域に古代遺跡が分布しており、集落杜が解明されつつあるので、その集落の人々に

より、条里地域の水田耕作を行ったであろうことが推察される。古代遺跡の顕著なものとしては⑦戸
１１）

崎、④古護藤、⑰白藤の３か所である。以下『飽田町誌』により、その概略を記せば次の通りである。

⑦戸崎遺跡

戸崎馬塚と戸崎Ａがある。戸崎馬塚は表面下７０cmまでが土器片包含層で、「古墳時代の土師、

須恵を包含する。甑の把手や大形の土師、須恵片が包含するので、古墳時代より奈良、平安時代の

住居があり、その住居は中世陶の頃までつづいたと考えられる」と記されている。戸崎Ａは地下約

１．５ｍの深さから弥生式土器（野辺田式）と青磁(鎌倉~室町時代の舶載品)が出土した。『飽田町誌』

には、「戸崎一帯には弥生時代末期には、耕作を営むムラがあり、このムラは古墳時代を経て室町

時代まで、長期にわたってのムラであった」と記している。

①古護藤遺跡

ここからは須玖式、黒髪式の弥生式土器が出土し、戸崎の土器より古いものが出土した。遺跡の

周囲に幅４ｍ、長さ約２７ｍの方形の溝があったことから、「弥生中期以降中世にいたる環濠集落

跡であったことがうかがわれる。このような環濠ある住居跡らしいものは下護藤南端の長者屋敷が

ある」と記している。

、白藤遺跡

熊本市白藤町倉小路から合口蔓棺（弥生時代中期の須玖式）が出土した。以上の他にも護藤の８

ノ坪や十三村の馬塚で土器が採集されたようであるが詳細については不明である。

これらの遺跡から弥生時代にはすでに集落が形成され、一部では水田耕作も行われていたことが推

定される。条里時代の開発はこれらの人々によって荷われたわけであり、飽田に国府が移転されたこ

ともあって開発は一層促進されることになったであろう。

旧走潟村の条里

旧走潟村の大きな曲流の中心部分に’７と大坪の地名がある。これも条里制地名と考えられ、

１７の小字はＮ９ｏＷの方向を示している。この地は後に単独で開発されて条里式地番がつけられた

ものであろうか。

(5)条里時代の海岸線

条里時代の海岸線を条里遺構の分布から推定しておきたい｡私の推定は､白川0札から土河原
の東を南下して旧十三村を通過し、浜にでて、旧五丁新開村の東辺を東に南下して新村にでて、天明

新川の一部を通って緑川に達する線の付近である。当時の海岸提防と思われるものを探すと、十八口、
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井手の塘、旧十三村の塘、浜の北にある塘、西新開の西の塘などがあるが、条里時代か条里時代より

やや下った時期の提防であろう。旧五丁新開村は明治８年（１８７５）に権藤村に合併されて、今日

飽田町大字護藤に属するが、西新開とともに条里以降に開発された地名であろう。条里施行地域に近

接した地域の開発としては､弘安7年(1284)の源泰明寄進状案裂ある。
寄進

為大慈寺仏性燈油新井修理用可被開発牟田事

右肥後国飽田南郷河尻郷内

四至

東限西新開竪堤定

南限同横堤定

西限今提定井可極海辺有開発之

北限竜王木南際什令個町分

件牟田荒野者、泰明相博地也。（中略）今以海辺之牟田、而所奉寄進干彼寺用也。早被開発耕

作者。（後略）

弘安七年霞十月十三日源泰明
として大慈寺の燈油代、修理代として、次の土地（東は西新開の竪堤、南は西新開の横堤、西は今

堤を定めて、北は浜の竜王社の木の南際まで）の３０町歩を寄進するので、早く開発して耕作するよう

にと記されている。この４至を想定すると、天明町の上内田から飽田町の南白石にかけての土地で

あろう。この記事から旧内田村の西新開は弘安７年（１２８４）までには干陸化しており、浜の竜

王社の存在も確認することができる。

浜には竜王神社力紀られており、『飽田町誌』には「当社は本来、竜王社すなわち海神として綿津見

神を記った飽田郡の海浜の守護神であったとみるべきであろう」として、旧海岸線にあった社であ

ることを示唆している。さらに同町誌には「この社地が海辺にあったことは、検地帳に、かにはみ、

浜薗、浜の前、無田、とも口、こもわら、江崎、こもり、地撫帳に江崎とも、ともさき、四方塘、

はまかいね、ともわら、ついごめ等の下げ名が存在していることでもわかる。なお、こもり、つい

とめは新地の異称である。」と述べられている。現在、竜王神社の西が蟹啄、同社の東が浜前、北

東が浜脇と称しており、２万分の’地形図によると、浜から北へ小堤防が伸びている。

条里遺構の分布と浜の竜王社の存在から先の海岸線を一応条里時代のものと考えてもよいのでは

なかろうか。浜の竜王社から加藤時代の海岸線までは直線距離で約3.316nあり、現海岸線までは約

５．５ｍnである。近世以降の海岸線の前進は１００年に約６５０ｍの割合ということになる。

(6)益城郡の条里

益城郡の主な条里は、（ｲ)熊本低地の緑川以南の地域（城南町を中心にした地域）、（ﾛ)緑川の嘉島町

付近、㈱木山川、赤井川の流域（益城町を中心にした地域）、の３地区に区分することができる。
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ァ、城南町条里区

益城郡の条里のうち緑川以南の城南町の条里について述べてみよう｡すでに米倉二郎教掛明ら
かにされたものとほぼ同様であるが、今回は駅路と条里を関連づけて復原してみた。駅路はこの地

域の条里の１つの基準線になったのではなかろうか。とくに注意したのは条里の施行範囲で、緑川

の支流の浜戸川が曲流をなして流れ、付近の地割をかなり乱している。空中写真から条里の西辺は

旧守富村の新という集落付近までで、飽田郡の条里に比べかなり内陸までしか条里遺構は認められ

ない。緑川と加勢川に挟まれる嘉島町の下仲間に２坪、１１，１５，１８，５ツ、８津の小字名

があるので坪並を考えると南西隅に１坪がきて北西隅に３６坪がくる千烏式の坪並であることがわか

る。条里の方向は城南町でＮ９ｏＷであり、緑川と加勢川に挟まれた下仲間付近でＮ１１ｏＷである。

益城郡の城南町付近で条里坪付のある文献としては『相良家文雲1,に｢隈庄五郎丸名｣の坪付を記し
１６）

たものがある。かつて筆者は『城南町史』に記されたと同じ里名の比定を行ったが、嶋田里、佐恵

木里については問題ないとして、生河里を今回嶋田里の東に比定することにした。その理由は碇に

上碇と下碇の集落があるが、上碇の集落を重視して、この集落に含まれる里を生河里に比定すべき

だと考えた。桝里については筆者も『城南町史』に記されたと同じように一応嶋田里の北に比定し

ておきたい。

イ、嘉島町条里区

嘉島町の西部（上仲間、下仲間）を除く、旧六嘉村を中心にした条里について述べる。この地域

の条里制地名としては、鯨の１８，１９，３６、上島の１６，１８，３６、下六嘉の８ノ坪の小字

名が残存している。現地調査で下六嘉に６ツ、８ツ、１１という地名が存在し、上島の１６と１８

の間の字赤見田を通称１７と称している。これらの数詞坪名を手がかりに坪並を考えると、南から

北へと坪並が進んでいることがわかった。すなわち南隅が１坪、西隅が３６坪の千鳥式である。こ

れは城南町の坪並と同じである。条里の方向はＮ２２ｏＷとかなり西に傾いていることがわかった。

下仲間と旧六嘉村の間の条里が消滅しているのは緑川と加勢川の氾濫によるのではなかろうか｡『阿蘇

家文書』の中の天福2年（１２３４）の「健軍社領肥後津守保作田人給注文写」に記された２０の里

名のうち味木里は、御船町大字高木字甘木に比定するのが妥当であろう。この津守保は現在の益城

町を中心にかなり広範囲に比定できるので、ここに比定してもよいと思う。「味」は諸橋轍次氏の

『大漢和辞典』によっても、「あま」という読み方がある。

ウ、益城町条里区

木山川の流域に条里遺構が認められる。木山町より東部の地域は、条里の方向がＮ２３ｏＷの地割

が分布し、益城町大字寺迫字日待の水田に通称「３６」と呼ばれる水田がある。木山川南部地域は、

益城町大字砥川に１５，１６，３６の数詞字名が現存し、大字赤井にも字中田の水田に８ノ坪、字

江田の水田に３６の坪名が通称として残されている。これらを手掛かりに坪並を考えると、嘉島町

付近の坪並と同様、南西隅が１坪で、北西隅が３６坪となる千鳥式の坪並が妥当のようである。条．

里の方向はＮ２０ｏＷである。

木山川北部地域の条里制地名としては福富に３ノ坪、惣領の字上楢崎の水田が通称８坪と呼ばれ
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るものだけである。その他に６ノ免、８ノ免、１０ノ免の地名が見出せるが、これは条里制と関係

ある地名であるか明瞭でない。Ｎ２２ｏＷの条里の方向をもつ地割で、木山川南部地域と同じ坪並で

あると考えられる。これらの坪並からすると木山川流域の坪並は益城郡の条里に属し、託麻郡の坪

並とは異なるようである。

条里関係の文献としては、『阿蘇家文書』の「健軍社領肥後津守保作田人給注文写｣がある。この中

の里名としては若塩里、青木里、吉水里、恵邦里、富油里、栗生里、末吉里、川原里、田原里、味

木里、横田里、錦野里、横枕里、河原里、奥里、弘末里、入田里、立石里、北里、寺前里の２０里

である（表２参照）。

表２ 津守保 の条里坪付地名

１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１３２３３３４３５３６

坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪

横田り ○○○○○○○

田原り ○○○○○

奥り ○○

味木り ○○○

河原り ○ ○○○○○○

川原り ○○○○○○○○○○○

恵那り ○○○○○○○○○○○○○○○○

錦野里

立石り ○ ○○○

若塩り ○○○○○○○○○○○○

青木り ○○○○○○○○○○○○○○

吉水り ○○○○○○○○○

富油り ○○○○○○○

栗生り ○○○○○

末吉り ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

横枕り ○○○○○○○○○○○○○○○○○

弘末り ○

入田り ○ ○○○

北り ○○

寺前り ○○○

〔健軍社領肥後津守保作田人給注文写天福２年（１２３４）２月１１日（大日本古文書

家わけ１３阿蘇文書之１）より〕○印は坪名記載場所
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１７）
津森保の保とは、『飽田町誌』によると、「保とは国椅の管理下にあって、郷司など在地の有力

者が中心となって開墾した土地で、その開墾者が保司となり、その人名が冠せられて、津守保とか、

木部保とか呼ばれるようになったといわれ、国椅領ではあるが、保司の私領的な性格の強い土地で

あった」と記されている。

さて、上記の里名を比定する前に、津守保の位置と範囲について検討しておきたい。津守保が『和

名抄』にある託麻郡津守郷の地域にあたると思われるが、この場合託麻郡と益城郡の間に郡界の移動

があったと思われ、これについては結論に達していないのでふれないことにする。

『阿蘇文書』の建仁2年（１２０２）の「健軍社領肥後津守保田地坪付目録写」に多くの地名が記さ

れている。ここに記された地名は、現在の益城町、嘉島町、西原村付近に非常に多く見出される。

旧津森村は明治２２年の町村制施行の際に寺中村、上陳村、下陳村、田原村、小谷村、杉堂村が合

併したものであるが、津守保は旧津森村よりかなり広範囲な地域である。

ここで先の天福２年の資料に現われる里名の比定をしておきたい。まず横田里は益城町大字砥川

字横田に比定できよう。昭和４９年松本雅明教授を中心に秋永集落遺跡の発掘調査が行われたが、

条里時代はここが横田里であったと推定される。なお条里時代の水田面は地下１ｍ位の所にあるよう

であり、現水田面は条里時代からかなりの土砂で埋積されているようであった。田原里は１，２，

３，５，６の坪名が記されているが、これは益城町大字田原の蔦木、川原田付近に比定することが

できよう。奥里は２，３の坪名しか記されていないが、現在益城町大字下陳字小路の中に「奥」と

呼ばれる地名が残存する。したがって金山川が木山川に合流する付近の大字下陳字園田、小路付近

に奥里を比定することができよう。次に河原里と川原里がでてくるが、益城町や嘉島町には河道沿

いに「川原田」や「河原田」の字名がいくつか見出されるが、何れに比定してよいか困難である。

恵那里は「エナリ」と発音したと思われるが、現在益城町大字下陳字世名という地名が存する。恵

那が世名に地名が転化したと考えられないだろうか。一応世名に恵那里を比定しておきたい。

次に錦野と立石についてかなり問題であるが一応比定を試みる。錦野里については坪名は記され

ておらず、「錦野り７反２丈」と記されている。津守保が西原村まで広がっていたと考えた場合に、

西原村に隣接した旧錦野村（現大津町大字錦野）字前田、亀甲に比定することができないだろうか。

今後の研究に待ちたい。立石里については、益城町大字島田字立石も１案として考慮すべきである

が、ここに立石里を比定しようとすると、条里地割をもつ水田が非常に少ない。むしろ大津町大字

錦野に錦野里を比定した場合字前田、亀甲に隣接して存在する字立石に立石里を比定できないだろ

うか。この比定は旧錦野村に条里制が施行されたことが実証されなければならず、今後の研究に待

ちたい。残りの里名については今の所全く手掛かりがない。

エ、地割について

条里制は大化改新の班田収授法の対象として施行されたとの説明が行われ、これと同時に、地割

についても長地型と半折型については相当論ぜられてきた。ところで筆者の疑問は、班田における

壮丁１人の受ける口分田は男子2段で､女子は男子の号であるということから､地割の中には長地
型や半折型と混在して１段が３等分された地割がなければならないのではないか、ということであ
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図２益城町大字宮園字道下の地割図１益城町大字平田字小柳・日待の地割

100Ｍ０

る｡女子にも口分田が班給されていれば男子の号すなわち÷段が与えられていなければならない。
従来あまりにも長地か半折かということで、それ以外の地割は見逃されてきたのではないだろうか。

次の２図は益城町の一部の地割を示したものであるが、図の中に半折型と思われる地割の他に３分

された地割が存在することを認めることができる。この３分された地割の存在は口分田の班給が女

子にも行われたことを裏づけ、条里制が班田収授法の前提として実施されたことをより一層裏づけ

ることになるのではなかろうか。 （牧野洋一）
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４宇土半島の条里

(1)宇土半島の条里
１）

‐宇土半島の条里は、(ｱ)旧宇土町の条里、(ｲ)不知火町の条里、(ｳ)旧郡浦庄の条里について述べる。

ア、旧宇土町の条里

雁回山と宇土半島にはさまれる低地にＮ３９ｏＷの方向をもつ条里遺構が認められる。条里制地名

としては５坪、８ノ坪、３６，９反坪とあるが、坪名が散在していることと、８ノ坪や３６が広い

地積をもつので復原はかなり困難である。一応南隅を１坪として西隅を３６坪とする千鳥式の坪並

が考えられるのではなかろうか。

イ、不知火町の条里

不知火町大字浦上に３６神、大字長崎に口の坪、３６がある。この３６神と３６の数詞地名は浦

上の新村のやや南の水田の中にあるが、両者は連続して存在し、もとは１つの３６坪から残された

地名であろう。浦上川が新村付近で直線的な流路をとることと３６が東西方向に細長く横たわる他

には復原の手掛かりになるものがない。浦上の細長い谷底平野に条里制が施行されたと思われるか、

このような場合に６町平方の坪並とは異なる別の坪並があったのではなかろうか。

ウ、旧郡浦庄の条里

宇土半島には山間の小河谷低地にみられる断片的な条里が存在する。宇土半島の西の大部分と戸

馳島にかけてが郡浦社領であり、「肥後郡浦庄応永１１年地検帳」に数詞坪付地名がでてくる。この中

で網田が３６坪（３３坪のみ欠如）ほとんど揃って見出せるので１つの完全な「里」と解してよい。

応永１１年（１４０４）の地検帳に出てくる坪付地名を総て挙げると表(3)の如くである。これから

郡浦庄は１９の里とその付属里（１９）から成立しており、不完全里が大部分を占める。宇土半島

は山岳地域であり、平坦地は猫額大のものが散在しているから、完全里を構成するような土地開発

はできなかったものと思える。地検帳には例えば網田の周囲に「東り、西り、北り、南り」という

のがあり、これは後になって網田里の周囲を開発し、１町毎に区画された土地に坪付地名をつけた

と解される。このように宇土半島では平坦部が少しでもある場合１町平方の土地区画が可能な限り

なされ、その場合大体１坪から始まっており、２～３坪で１里を構成しているところが非常に多い。

これは山岳地域の条里制の特色を示すものであろう。

(2)－応永１１年地検帳にある里名の比定

応永１１年の地検帳には１９の里名と考えられる地名が記されているが、これには網田とのみ記さ

れ、網田里とは記されていない。しかしその付属里と考えられるものには「網田東り」のように、固

有地名に東西南北の方角を付した里名となっている。

固有里名の中で現在も全く同地名として残されているものは郡浦、山田、網田、打越、里浦、大見、
ほとけの自ﾛb＞

矢崎、戸馳、石打、赤瀬である。仏坂は三角町大字中村の中河原に通称仏坂と呼ばれる地名力§あり、
そこえふる

そこに比定-することができよう。この他文字は異なるが、発音の類似性から底井は底江に、古郡は古
ごおりはたかなけたおおたお

氷に、波多は波田に、金北は金桁（土地の人はかなきたと発音する）に、大多矛ﾛは大田尾に、大多羅
おだら

は小田良に比定することカミできよう。

問題は土社と嶋野である。嶋野は『国郡一統志』の中に網田に嶋野城が記され、その位置は『肥後

－１８－



浦庄地検帳（１ ４０４年）に出てくる条里坪付地名

１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１３２３３３４３５３６

坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪坪

郡浦 ○○○○○○○○○○○

〃 東り ○

土社 ○○○○○○○○○○○○○○

〃 東り ○

〃 西り ○○

山田 ○○○○○○○○○○○○
〃 東り ○○○○○○

網田 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
〃 東り ○○○○○○○○○○○○○

〃西り ○○○○○○○○○○○○

〃 南り ○○○○○○○○○○○○○ ○ ○

〃 北り ○○○○

底井 ○○○○○○○○○○
〃 西り ○○

打越 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

〃 東り ○

〃西り ○○○
〃 北り ○○○○

里浦 ○○○○○○○○○
〃 西り ○○

〃 南リ ○○○○○○○○○

古郡 ○○○○○○○○○○○○

〃 東リ ○○

波田 ○○○○○○○○○○○
〃 東り ○○○

〃 西り ○○

大見 ○○○○○○○○○○○

〃西り ○○○

嶋野 ○○○○○○○○○○○○○○○○

〃 南り ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

矢崎 ○○

金北 ○○○○

戸馳 ○○○○○○○○○○○○○

大多和 ○○○○○○

石打 ○○○○○○

仏坂 ○

大多羅 ○

赤瀬 ○○○○○○

〔肥後郡浦庄応永１１年地検帳（大日本古文書阿蘇文書の１所収）より〕○印は坪名記載場所
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国誌補遺』によると網田と長浜の間に「古城」が記されているところから、これが嶋野城だと考え

られる。地形図によると長浜と浦の間の緩斜面の土地があり、海抜１１４ｍと記された地点が嶋野城

の存在した場所であろう。したがって嶋野里は嶋野城の付近にあったと考えられるので、小松と浦の

間の水田が嶋野里に比定できよう。嶋野南里は小松と新地を結ぶ５７号線道路の東側に比定すること

ができようか。

などし

土社里は、三角町大字中村の下本庄の専行寺の近くにある無格社の下出夏越ﾈ申社が祭ﾈ申は夏越大明

神というが、最初は郡浦社境内に祭紀されたものが、その後現在地に移転したもので、土地の人はこ
としや

れを土社と称するので、これに因むものであろう。現在打越には方格地割を認めることができる力§、

その他には明瞭に認めることはできない。郡浦神社の近くに５反田、８反田の地名があり、条里地域

に多く見出される地名だが、坪名は存在しない。

(3)宇土半島の条里の特色

応永１１年地検帳に記載された里坪名は条里制に因むもので、網田里が３６坪（３３坪欠）ほとん

ど揃い完全里として見出されることからも理解できよう。次に条里の特色を列挙する。

ア、小河谷低地に条里制が施行されている。山間の小山腹傾斜地、小山間盆地．小扇状地にも条里制

による土地開発が行われている。

イ、中心里は固有名詞を付した里になるが、その周辺には耕地の存在する場合に東西南北里を自由に

付している。

ウ、東西南北里は必ずしも固有里に連続するとは限らず、かなり距離を置いて見出される場合がある。

エ、宇土半島の条里制による土地開発は網田が中心となって行われたが、これは半島部の頚部から近

距離にあって、熊本平野にも近接しており、条里制を施行するに必要な労働力（雑穣など）に恵ま

れていたこと、網田川を中心に扇状地性の堆積物があるが、水利の便から考えても耕地として比較

的容易に開発されたことが考えられる。

オ、もう１つの中心は郡浦川の河谷低地であるが、ここには山田里、郡浦里があり、さらに土社里や

打越里なども比定できるような水田地域がある。ここには郡浦社もあり、後に阿蘇神社の末社とし

て郡浦社が選ばれると郡浦社の宇土半島における支配権は強大となり、宇土半島部の中心は網田よ

り郡浦へ移行した感がある。

力、条里時代の地割はかなり喪失、変形して部分的にしか見出しえないが、里名の残存度は高く、坪

名は全然見出されない。 （牧野洋一）

1）牧野洋一（１９６７）肥後の周辺条里の復原熊本商大論集２５号１～１７頁
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５八代平野の条里

律令時代の八代郡域の北端は現在の松橋町と宇土市の境付近ではなかったかと考えられるがはっきり

しない。

条里地割は豊福（『和名抄』に記される八代郡豊福郷の遺称地とみられる）の南付近から、八代市の

熊本労災病院にかけて、土地割の異なる多くの条里区が存在する。条里地割の分布から考えてみると、

八代海に沿う山麓部に細長く続いている。そのなかで、氷川流域が最も八代海に突出ているのは、河川

の堆積作用による結果とみられる。

ところ五１町方格の地割の連続性から考えてみると、豊福の南にＮ３８ｏＥの条里、竹崎から南小野に

かけてＮ３０ｏＷの条里、北部田から小川にかけてＮ２６ｏＥの条里、高塚から笹尾にかけてＮ３０ｏＥの条

里、竜北町の北川にＮ２０ｏＥの条里、その西にＮ２８ｏＥの条里、氷川の左岸、宮原から岡町にかけて、

Ｎ３２ｏＥの条里、八代市の日置にＮ３２｡Ｅの条里、片町付近に３０．Ｅ、３１。Ｅの条里の計１０の条里区

が考えられる。

さて、坪並であるが、坪付小字名が散在するために、どの条里区も坪並の復原は不可能である。北部

田から小川にかけての条里区には江頭の小字「８ノ坪、１６」、河江の小字「８ノ坪、１６」があるが、

いずれも地積が広大で、坪並の復原には役立たない。しかもこれら４つの小字名は大字境で接している

ことから、実質、２つにすぎない。「１６」には１７，１８などの通称名が存在しないかと聴取り調査

を行ったが検出しえなかった。なお、北部田の小字「７ツ江」が筑後国に多い「江」地名と同じである

か否かは、はっきりしないが、地形図には一応示しておいた。高塚から笹尾にかけての条里区に高塚の

小字「１７」が一つあるだけで、復原には役立たない。ここでも前後に１６，１８などの通称名がない

か調査を行ったが、検出しえなかった。宮原から岡町にかけての条里区は歪みが大きいのが目立つが、
じゆうご

下有佐に「竜子」力§あるだけで、復原には役立たない。なお、この条里区の外で、現在、条里地割の検

出されない大牟田に小字「７ツ町」がある。あとは片田のＮ３０ｏＥ条里区、すなわち、鹿児島本線の右

側に日置の小字「８ノ坪」が地積１２町をしめて存在する。この小字の範囲がほぼ条里地割の範囲と一

致するのも興味深い。

ところで、このように多くの条里区が存在する理由は、山麓部の沖積地の開発にあたって、潅概に便
１）

利なことを優先して施行したのであろうか。八代郡の条・里に関する古文書としては、浄水寺祉碑銘が

ある。この碑銘は天長３年（８２６）２月３日の日付があるが、内容に一部不明なところがある。そこで、

その内容を整理してみると次のようになる。（坪以下は特別な場合以外は除く）

ｎｌ－ｌ口二条□□口里十一条□□口里六山田

三条荒佐里口六三条□□□口四加知良

十一条荒佐田一山田十二条荒佐里一山田

口条口瀬里二山田十二条苗瀬里州こ

二三]土沸口里九山田口十口条苗瀬里一山田

十四条三家里二十四□口段同里四墓門田

．里三坪
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以上のことから、八代郡には少なくとも１４条の存在が知られることが判明する。従って、異なる条

里区をおそらく北から南に向って数え進んだことが考えられる。それは中世に宮原から八代市の八千把

方面にかけて存在した三箇荘が十四条の三家里と無縁ではないと考えられ、また、十一条の荒佐田（里

の間違いであろう）、十二条の荒佐里は現在の有佐と判断されるからである。里は固有里名であること

から、小字名や地名として残らない限り、その復原は容易ではない。ここに記した里名は残念ながら、

その手懸りはない。

八代郡には『和名抄』によれば、肥伊郷があり、その遺称地は氷川の流域とみられ、肥君の本貫地で

あったと思われ、宮原から竜北町の山麓部には前方後円墳、円墳を中心とする古墳群が集中しているこ

とと合致するようである。

さて、八代郡家であるが、小川町の砂川が山麓から沖積地に出る出口の右岸に、南部田の小字「正院」

西北小川の小字「正院」が隣接して注目される。周辺からは布目瓦も発見されており、小川付近の条里

地割を見おろす好位置にある。西北小川の「正院」の西南に位置する小川阿蘇神社は郡家との関連が考

えられそうである。なお、想定される郡家の位置は氷川より北になっている。『続日本紀』神護景雲２

年（７６８）７月１９日条に「大宰府言。肥後国八代郡正倉院北畔。蝦膜陳列広可七丈。南向而去｡及
２１

千日暮,。不t知去処,」とあり、ガマが異常発生したのであろう。郡家が条里を見おろす山麓部に設けら
れたみられるのは、洪水を避ける意図があったのではないだろうか。郡司の史料は存在しないが、西海

道の超一級の豪族肥君一族であろう。（日野尚志）

1）『平安遺文』金石文１３

表４条里参考地名(2)菊陽・西原

町村名

菊陽町

西原村

大字

曲手

水原

』烏子

小字

八反田

八丁

下八丁

五反田

五反田

六反田

下六反田
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ｅ阿蘇谷の条里

(1)阿蘇谷の条里
１）

阿蘇谷の条里については、すでに幾つかの論考があるが、空中写真の利用による詳細な条里地割遺構

の検出までには至っていない。空中写真の判読、さらには地籍図から検討してみると、条里地割は式内

社の国造神社と阿蘇神社を結ぶ線より以東にみられるにすぎない。しかし、条里地割の施行後、阿蘇山

の火山活動による堆積作用によって埋没された条里地割も少なくないものとみられ、事実、後述する里

名や坪名がおびただしく記載される建徳３年（１３７２）の古文書の内容は、幸い、多くの里名比定が

可能であるが、その比定地が今日では全く条里地割がみられないことからも理解されよう。

阿蘇谷の条里の方位はＮ２ｏＥで、周辺では若干の偏位がみられる。坪並であるが、坪付小字名として

は、三野に小字「１２．１６」、宮地に小字「１ノ坪」、中通に「９ノ坪」がある。ここでは特に三野

の２つの小字「１２．１６」が隣接し、しかも「１６」が東西に地積約３町をしめていること、さらに

小字「９ノ坪」が地積約２町で、坪並が考察しやすいことである。そこで、三野の２つの小字名を中心

にして坪並を考察すれば、東南隅を１ノ坪、東北隅を３６ノ坪とする千鳥式であることが判明する。こ

の場合、宮地の「１ノ坪」は地積が広大であるが、２１ノ坪の位置に若干地積が及んでいることから、，

２１ノ坪が本来の位置であろう。

坪並が判明したことから、坪並の原則に従えば、条は東から西へ、里は南から北へ数え進んだことが

考えられる。肥後国は肥前国と同様に里は固有里名である。一般に条が数詞、里が固有里名の場合、条

の復原は比較的容易である。

ところで、阿蘇谷の条・里に関する古文書としては、前述した建徳３年（１３７２）の「阿蘇社領宮

地居取田検見馬上最jには､かなりの条・里名､さらには坪名とともに地名も併記されている場合が多
く、これらの地名のなかに、今日でも小字名、通称名として残っていて、条・里の復原の手懸りになる。

以下、古文書の内容を里名ごとに整理してみると次のようになる。なお、（）に記された坪は、

地名に対応する。

栗生里

一坪（１２坪、１５坪）芹田（１１坪）中三反田（１４坪）瓦田（１５坪）

坂俣里

橋爪笠作（７坪）田嶋（１９坪）

河井里

垣本（９坪）下桑元（１０坪）上桑元（１１坪）ヲキ田（１２坪）七律（１３坪）

早鳥（１５坪）戸板（１６坪）下酢木（１９坪）石田（２３坪）横枕（２９坪）

的庭（３４坪）

北里

三反田（１坪）垣本（９坪）門（１０坪）平井下（１６坪）

木村里
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１坪２坪いさこ（６坪、７坪、８坪、１８坪､１９坪）

神田里

４坪５坪風木（６坪、９坪）匝リ（１０坪、１５坪）草葉（１６坪）三四（２３坪、

２６坪、２９坪）

四条匝里

１坪２坪３坪４坪鴫（６坪、８坪）横枕（９坪、１０坪、１２坪、１４坪）

カヤワラ（１５坪、１６坪、１８坪、１９坪、２０坪、２１坪、２５坪、２６坪）片平田（３３

坪、３５坪）

原里

長田（１坪、１１坪、１２坪、１４坪）村田（２坪、３坪）片平田（４坪、５坪、７坪）

スカウ（１５坪）のう□う（１６坪１７坪）白土（１８坪）大田（１９坪、２０坪、２１

坪）御田木（２２坪、２３坪、２９坪、３０坪）

五条匝里

ワキサオツ（５坪、７坪、８坪、１７坪、１８坪）石田（２０坪）

五条上田里

河辺（１坪、２坪、２９坪）石田（６坪、７坪、１０坪、１７坪、１８坪、１９坪、２１坪、

２２坪、２７坪、２８坪）はは（１２深１５深１６坪）内田（３０深３１深３２坪）３３坪

南里

１２坪

落河里

１２坪１３坪

村田里

２４坪２５坪２６坪

宮河里

１～２０坪２２坪かいとり（２２坪、２５坪）かいもと（２６～３６坪）

又宮河里

１坪３～１４坪

以上の内容から、１５の里名がわかる。これらのなかで、特に条の記載される３つの固有里名が現在

地に比定できれば、条の復原が可能である。

さて、固有里名の現在地への比定を考察してみると、栗生里は黒川の流域に手野の小字名として、
<いきくりき

「杭木、南杭木」があり、栗生が杭木に転誰したとと力§考えられる。ただし、条里の復原から、「杭木」

の西が別の里に及ぶ。また栗生里に記される「瓦田」を手野の小字「河原田」にあてると、これまた別

の里になってしまう。他に現存する小字名と一致する地名が記載されないので、決め手を欠くが、「杭

木」の大部分と「南杭木」が入る里に栗生里を比定すべきであろう。

坂俣里はこの里に属する「橋爪」が国造神社の南に残る手野の小字「橋詰」であろう。従って、国造
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神社付近を坂俣里に比定しても問題はなかろう。ただし、条里地割は検出されない。

河井里はこの里に属する「的庭、早鳥、上桑本、下桑本」は手野の小字として残る「桑ノ元、灰取、

的場」に相当するものとみられる。この場合、現在の「桑ノ元」が古文書に記される「上、下桑本」よ

り、若干西に移動したことが考えられるが、「的場」は１坪のずれになる。いずれにしても現在の「的

場、桑ノ元」が同じ里内に位置することから、この里を河井里に比定することができる。ただし、「桑

ノ元」の西隣にある「灰取」は別の里内に入る。なお、河井里は坂俣里の南に位置していたことになる。

北里はこの里に属する「平井下」が集落名として残る付近、すなわち、坂俣里の東に比定されると考

えたい。しかし、北里に記される９，１０，１６の各坪は条里の復原では山腹になり問題が残る。おそ

らく条里の最北端にあたることから、北里とつけたのであろう。

木村里は宮地の小字に「木村」があり、この属する「いさこ」が「木村」の東に宮地の小字として残

る「勇子」であることは、容易に推察がつく。従って、この２つの小字名の属する里を木村里に比定す

ることも容易である。
こうだ

神田里は宮地の4、字「高田」が「勇子」の東隣にあり、神田里の遺称地と考えられる。また、神田里
３）

に属する「風木」は「勇子」の南端から「高田」の一部にかけて通称、風ノ木と呼ばれていることから

木村里の東に神田里が比定される。

問題の条のついた固有里名である四条匝里は、この里に属する「カヤヮラ」は宮地の小字「カヤヮラ」

に相当するとみられ、この「カヤヮラ」付近に比定されそうである。古文書に記される「カヤヮラ」の

範囲は広大であったとみられるが、現在の小字名「カヤワラ」は地積２町程度にすぎないが、その一部

が２６ノ坪に相当することから、比定に問題はないであろう。ただし、現在、この付近には条里地割は

検出されないので、地形図上で、条里地割の南端から延長して考えてみた。ここを４条に比定してみた

場合、条里地割の分布と復原された里界線の東端から西に数えて４条になるので、条の復原には問題は

ないと判断した。
このた

原里はこの里に属する「長田・のう□う・白土」の地名力§宮地の小字名として残る「金能田・白土・

長田」と無関係ではないと思われるが、「長田」は四条匝里に入る。また、「白土」が２つの里にまた
このた

がるが、「のう□う」を現在の「金能田」に比定すれば、四条匝里の北ｶﾐ原里であろう。原里に限らず、

河井里、栗生里でも古文書に記される地名が現在の小字名と必ずしも一致しないことに留意したい。

五条匝里は四条匝里の近くであることは容易に判断されるが、この里に属する「ワキサオツ」は-の宮
わきさおず

町役場の北に「湧沢津」の遺称名がある。この位置は木村里の南になることからここを五条匝里に比

定したい。ただし、現在では条里地割を検出しえない。この里に阿蘇神社が位置するが、地形図上で条

里地割の末端から直線で延長すれば、里界線上になることに注目したい。

五条上田里はこの里に記される「石田」が、宮地の小字「石田」に相当するものと判断され、また、

「河辺」も宮地の市街地にある宮地の小字「河辺」に相当するものと思われ、五条匝里の南に上田里を

比定したい。

南里、落河里、神田里については手懸りがないが、南里は北里に対して、条里の南限につけられた固

有里名であろう。宮河里、又宮河里もはっきりしないが、阿蘇神社の近くを流れる川を宮川ということ
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から、五条匝里の西隣が宮河里で、その北か南かが叉宮河里であろう。いずれにしても宮河里、叉宮河

里は６条に想定すべきであろう。

以上、できる限り固有里名の現在地への比定を考察したのであるが、条が復原されたことは幸いであ

る。

なお、西岳川の左岸、阿蘇駅の西北約６町の位置に黒川の小字「３６」があるが、条里地割は検出さ

れないが、条里施行後、地割が乱れた可能性はありうる。なお、南郷谷に「一丁田」などの小字名があ

るが、条里地割は検出されない。

(2)郡家と駅路

次に阿蘇郡家、駅路について述べてみたい。『延喜式』によれば、肥後国四座のうち、三座が阿蘇

郡にあり、古代、阿蘇郡の勢力の強大さをうかがわせるが、多分に阿蘇火山と無縁ではないであろう。

『旧事本紀』によれば、阿蘇国造の存在が知られるが、これは式内社の国造神社の存在から明白とい

えよう。ここでは役犬原の小字「大正院」に注目したい。肥後国には正院地名が山本郡、八代郡にあ
４）５）

り、いずれも布目瓦がみつかっていることから、山本郡家、八代郡家に想定される。この「大正院」

も郡家に関する地名として取上げたい。従来、阿蘇郡家に関する論考はみられないが、阿蘇神社に近

い位置で、しかも東岳川に沿い、水運の利用にも便利であること、郡家の北に駅家が想定されること
こかい

も有禾ﾘである。『延喜式』によれば、蚕養駅付近から分れた駅路が阿蘇郡を通っていたことは、二重

駅の遺称地である二重峠からも明らかであろう。この場合、蚊葉駅はカヮラと読むのが妥当であろう。

東岳川の流域、想定される郡家の北に上西河原、下西河原の地名があり、しかも、東岳川の左岸に中

：通の小字「馬ノ跡、上馬ノ跡、下馬ノ跡」、小野田の小字「下馬ノ跡」がある。おそらく駅家跡が転

誰したのであろう。駅名の遣称、駅家の地名としては一等史料といえる小字名の存在から、有力であ

る。このように駅家の想定地付近に阿蘇郡家が想定されることに注目したい。郡司は明らかでないが、

『古事記』にも記されるように阿蘇君、すなわち阿蘇国造の子祖であろう。『政事要略』巻５９の承

平５年（９３５）６月１３日条に記される讃岐国大内郡白鳥郷を出自とする阿蘇公広遠は阿蘇郡から

早い時期に転出したのではないだろうか。なお、想定される駅家の北及び北東の中通には平坦地に２

つの前方後円墳、円墳があり、想定される郡家にも近いことに注目したい。

以上のことから、阿蘇神社から東岳川付近にかけてが、律令時代、阿蘇郡の中心地であったと判断

される。なお、「釈日本紀』巻十に

筑紫風土記日肥後園開宗厩々坤什余里有２－禿山１日2闘宗岳1頂有2霊沼1石壁為し垣

妻雛謀;宴百丈i清澄百尋鋪,白緑1而為ﾚ質溌浪五色！細黄金ルレ間天下霊奇
出２絃華1芙時を水滴従し南溢流入2千白川1衆魚砕死土人号２苦水ｌ其岳之為し勢也中２半

天１而傑時包２四儲而開ﾚ基鯛ﾚ石興雲為2五岳之最首1濫ﾚ鯛分水裳群川之巨源大徳窺々

諒人間之有一奇形沓友伊天下之無し隻局在地心,故日２中岳，所し謂闘宗神宮是也

とあり、阿蘇山が阿蘇郡家の西南約１０kmにあったことがわかる。この場合、闘宗岳は中岳を指す

ことは間違いないと思われるが、現地（郡家想定地）から中岳をみれば、確かに西南になっている。

なお、蚊棄駅を東岳川流域の上西河原、下西河原に想定した場合、駅路は条里の区画線か里界線に
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1）米倉二郎（１９５７）「条里の南限一肥後及び大隅の条里一」史学研究６６

乙益重隆（１９６６）「阿蘇谷の条里制遺構」西日本史学１８１～１８頁

2）『大日本古文書』家わけ第１３阿蘇文書１８８．１８９

３）前掲１）６頁

4）郡名を負う山本付近を通称正院という。現在でも布目瓦を拾うことは容易である。

5）小川町の大字南部田の小字に「正院」西北小川の小字に「正院」がある。付近から布目瓦が発見

されている。

表５条里参考地名(3)緑川流域

注）砥用町大字柏川に小字「三十五」があるが、山中にあって条里地名とは考えられない。

沿って東進したのであろう。しかし、空中写真の判読でもその遺構は検出しえない。仮りに東進した

とすれば、塩井付近から外輪山を越えたことになる。また、西進のコースも空中写真でもはっきりし

た遺構は検出しえない。肥後国府と豊後国府を結ぶ駅路が、どのようにして外輪山の障害を克服して

いたかといった具体的な駅路の研究はまだ十分ではなく、今後の課題であろう。（日野尚志）

町・村名 大字 小 字

清和村 仮屋

小峰

十五田

六反

矢部町 下谷部 三ケ

砥用町 名越谷

涌井

原町

名越谷

五反田

五反田

三尾

上四シ江、下四シ江

甲佐町

子
内
田
田
口
箇

田
横
志

仁
豊
下
津
田
三

大坪

五反田

壱丁田

三反田、五反田、八反田

大坪、六反田、八反

上大坪、下大坪



了人吉盆地の条里

本地域の条里については、不明な点が多い。しかし、条里に関する遺名や、条里地割の存在から、条

里制の施行を想定することは可能である。すなわち、条里に関する数詞地名としては、球磨川左岸の扇

状地末端に「三条」（錦町西村）があり、その対岸の沖積低地に「三ノ坪」（同町木上）が見出される。

乙益重隆氏は、「免田町と須恵村の境界を流れる井口川の下流域に、かってロノ坪の字名が存していた」

（熊本県史総説篇）と述べておられるが、この一帯でひしがた状の条里地割をかなりまとまって検出す

ることができた。圃場整備によってこれらの地割は全く消滅し、免田町より深田村川瀬に通ずる直線道

路のみが条里の方向（Ｎ38.Ｗ）と一致する。この地区は、球磨川左岸に沿う扇状地末端の沖積低地で

あるが、粘土層が深く、土器片も出ていること、また、近くに鬼の釜古墳が存在することなどから、こ

の一帯は球磨川の乱流の影響を受けることが比較的少なく、かなり早くから水田化されていたことが推
くらまち

測される。また、この地区に接した一段高い扇状地末端に「蔵の町」の4､字名があり、或いは郡の中心

で倉院の所在地にあたるとの推定も可能であろう。この一帯が人吉盆地の中央部に位置することも重視

したい。さらにこの地区の南方、井口川の谷口に近い岡原村福留にも条里型地割が断片的に認められる。

井口川の下流の条里が扇端に位置するのに対して、ここは、いわば扇頂にあたり、水田の開発は早かつ
ぴうぱる

たこと力§想定される。扇央に多く分布する「○○別府」「○○原」の地名が、中世の開発を示している

のと対比して一考を要するのではなかろうか。

このほか、人吉盆地の西端（人吉市街地西方）、万江川流域には、Ｎ４０ｏＥの方向をとる道路が目立

っており、小字名に「ロノ坪」のほか、「九反田」「壱丁田」などがある。ただし、方格状地割は検出

できない。乙益重隆氏の指摘されている同地区の「嵯峨里」（下原田）の小字名も含め、条里施行の有

無についてさらに検討を要する。（規工川宏輔）

表６条里参考地名(4)人吉盆地

町・村名

多良木町

深田村

相良村

錦町

岡原村

免田町

人吉市

大字

多良木

久米

柳瀬

宮原
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小 字

一町田

六反田

一丁田

二反田、九反田、八ツ田

三坪、大坪、三丁

三反田、一丁田

六反田、三反地

ロノ坪、大坪



天草地域の条里については従来ほとんど注目されなかった。今回も小字名から坪名の検出を行ったが、

有明町の５ノ坪と牛深市の３６が見出されたにすぎなかった。牛深市の「三十六」は下須島の天附から

約６００ｍ南の水田地域にあり、条里制との関連につきやや否定的な感想を抱いた。今後の研究のため

一応条里制と関係があると思われる小字名を抽出し一覧表として呈示することにした。（牧野洋一）

表７条里参考地名(5)天草地域

－２９－

Ｓ天草諸島の条里

市・町名 大字 小字

大矢野町 大坪

松島町 三十田

有明町 子
浦
浦
子
浦

島
津
津

大
上
下
須
大

一町田、二反田

五ノ坪、五反田

大坪

八反田

四反田、草坪、大坪

倉岳町 浦 大坪、四反田

本渡市 広瀬

食場

本

佐伊津町

善坪、五反田

坪
田
田

反
反
反

五
七
六

新和町 大多尾

小宮地

中田

三拾田

大坪、大坪

前大坪、後大坪

河浦町 立原

宮野河内

今田

河浦

今富

大坪

大坪、八反坪

十三、迫、五反田

大坪、四反田、六反田

二反田、五反田、大坪

牛深市 町
町
町
町

深
玉
海
貫

牛
久
深
魚

三十六、上六田、六田

三六、大坪

田
田
反
十
五
三



Ⅲ条里復原の総括

条里の研究には、まず最も基礎的な作業であるその遺構を空中写真、地籍図あるいは古地図から検出

し、地形図に具体的に条里地割を記入することであろう。特に、最近のように、圃場整備が進む段階で

は、その作業の急務が必要であろう。

条里地割の分布を地形図に記入すれば、次に坪並が問題となってくる。従来、坪並の明らかなのは熊

本平野周辺にすぎなかったが、坪付小字名の通称名調査を集団で行ったり、あるいは分担地域を個人で

調査したりした結果、山鹿、合志、益城３郡の坪並で判明したり、ある坪並が考えられる線に達するな

ど、効果があったと思われる。通称名の調査は幾つかのグループを構成し、一つの地域を分担して行っ

たほうがより効果があると、益城郡の調査の折に感じた。ともあれ、通称名の調査の必要性をつくづく

感じた次第である。また、空中写真を利用し、条里地割の遺構を正確に地形図に記入した結果、従来、

推測にすぎなかった玉名、阿蘇２郡の坪並が判明した。

１町方格の土地割が連続していても、坪並が判明し､しかも坪並の異なる地点がわかれば、そこが郡境

ではなかったかと想定されるのが山鹿、合志郡境である。しかし、正直なところ、律令時代の郡境をは

っきりさせる決め手を欠くが、このように通称名の存在による坪並の復原の結果、今までより、より具

体的に想定されるようになったことは事実である。類似的な事例として、益城、託麻郡の東境などもあ

げられよう。

ところで、肥後国には律令時代の郡境がはっきりしない郡も多い。多分に複雑に出入りする沖積地、

台地のため後世の開発によって、水利などの関係から郡境が変動したことが考えられる。また、『和名

抄』に記する郷名の現在地への比定が困難なものも少なくなく、問題を残している。なお、『和名抄』

によれば、八代郡豊福郷の遣称名である豊福は下益城郡にあり、明らかに郡境の移動が考えられるし、

天草郡波多郷の遺称名である波多は三角町にあることから、古代、天草郡域が宇土半島にも及んでいた

ことが考えられるなど考慮すべき点が多い。

次に条、里の比定であるが、これは残存する古文書に左右される性格が強い。八代郡のように方位の

異なる条里区は、古文書の内容から、条は続けて数え進んだとみられるが、坪並の復原が全くできず、

条の基点も明らかでない。幸い、阿蘇郡が条が明確に比定され、坪並の原則と一致していることも判明

した。熊本平野でも大字名、小字名から、幾つかの里名の比定が可能であるが、条のついた古文書がな

く、地名による推測の域を出ない。また、宇土半島のように狭少な谷にも固有の里名が古文書に残るな

ど興味深い。

駅路と条里との関係も重要な問題であるが、肥後国では熊本大学の北西から八景水谷にかけて直線に

延びる想定駅路杜が空中写真から判読される。また、熊本大学から南は直線で白川を渡ったとみられ、

この場合、白川左岸に展開する託麻郡の条界線に沿って進んだと判断され、令制初期の託麻国府もこの

想定駅路に沿っていたと判断される。この想定駅路は緑川を渡った益城郡でも条界線に沿っていたとみ

られる。しかし、託麻、益城、飽田３郡以外における駅路杜の遺構は明らかでない。例えば、『延喜式』
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に記される蚊棄駅に比定される一の宮町の上西河原、下西河原の東には条里地割が認められるが、ここを

駅路が通ったのか、通ったとすれば、里界線に沿ったのかといった問題もはっきりしない。

条里と郷との関係も重要である。１郡に幾つかの条里区がある場合、その条里区と郷との関連が考え

られる郡の報告も既にあるが、肥後国では前述したように、郷域の比定に不明な点が少なくなく、明確

にはしがたい。

次に郡家と条里との関係についてみてみよう。郡家と条里との関係とは、郡の政治、経済、文化の中

心地である郡家が郡の統治に便利で、しかも郡内最大の生産地すなわち条里施行地域に立地しているか

否かである。しかし、郡家の位置が想定できない郡もあり、すべての郡について述べることができない

が、玉名、山鹿、菊池、八代、球磨、宇土６郡では郡内最大の条里地割を見おろす台地上に想定される

ことに注目したい。郡家が条里施行地域の中にある場合と、条里施行地域を見おろす台地上に想定され

る場合と、そこに何らかの相違点があるのか否かは不明であるが、現地に行ってみると、とにかく統治

にはいい場所だと判断される。益城、合志郡家も上記の例に入ると思われるが、郡家想定地が複数ある

ので除いた。

以上、総括をしてみたが、まだまだ問題点は少なくないと思われ、大方の御叱正を賜わるとともに、

条里研究の参考の一端にでもなれば幸いに思っている。 （日野尚志）
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表８条里参考地名(4)荒尾・南関・菊水

市・町名 大字名 小字名

荒尾市 尾
手
水
浜
平
登
手
山
本
山

井
の
井
井
樺

荒
下
牛
高
本
川
上
平
府
金

坪
田
反
反
七
五

西五反田、東五反田

五反田

六反田

北五反田、五反田、大坪

大坪

田
田
反
反
八
三

三反田、四反田

五反田、三シ枝

南関町 尾
原
下
下
永
原
谷
町
猪

ツ

坂
坂
豊
猪

宮
四
上
下
西
小
相
肥
肥

八反田

五坪、三反田、六反

広坪、四シ枝、八田、三反田、大坪

二反田、四反田、五反田、八反田

五反田

大坪、八シ枝、五反田、一町田

七枝

田
枝
反
シ
五
三

、 四シ枝、五反田

菊水町 田
原
栗
木
原
・
原
尾
野
野
川
田
口
田
原

井
津
渡
米

内
久
江
用
榎
下
米
久
高
瀬
江
原
藤
前

大坪

上二つ枝

四シ枝、中里

下壱丁田、上壱丁田

口の坪、壱町田

八反田、東八反田、三シ瀬、上尾坪

郷戸

壱町田

五反田、八反田

六田、三つ枝、八枝

坪
田
田

大
六
六

壱丁田
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熊本県の主な条里参考文献（発行年順）

上田国男（１９５６）熊本平野に於ける条里の研究未刊長崎大学教育学部卒論

米倉二郎（１９５６）国府と条里（２報）広島大学文学部紀要９号１４９～１６６頁

丹辺・松本（１９５６）浄水寺天長碑の研究熊本史学９号、１１～１７頁

田辺哲夫（１９５６）玉名郡倉tl上と推定される肥後立願寺の遺構熊本史学１０号１～１１頁

牧野洋一（１９５７）熊本平野の条里未刊広島大学文学部卒論の副論文

米倉二郎（１９５７）条里の南限一肥後及び大隅の条里一史学研究６６１５～２５頁

米倉二郎（１９５７）条里制と庶民の生活熊本県の歴史文画堂７１～７７頁

牧野洋一（１９５７）条里分布図熊本県の歴史・歴史地図

乙益重隆（１９５８）肥後の国府日本談義１７５４７～４９頁

松本雅明（１９５８）益城国府考日本談義１７９３４～４０頁

熊本日日新聞社編（１９５９）（乙益重隆・徳永春夫執筆）熊本の歴史２２０～２４頁

神尾明正（１９６０）一の宮町付近の条里制遺構の発見高千穂・阿蘇８９頁

米倉二郎（１９６０）九州の条里九州アカデミー１号文画堂３３～３７頁

米倉二郎（１９６０）東亜の集落古今書院２２６～２２９頁

松本雅明（１９６４）渡鹿廃寺発掘調査報告一託麻郡寺推定地一熊本大学法文論叢１７号

松本雅明（１９６４）託麻郡家tlt調査報告熊本史学２７号１～１１頁

乙益重隆（１９６５）肥後の条里制・飽田国府熊本県史総説編１８５～１９５．２３２～235頁

松本雅明編（１９６５）城南町史１６０～１６４頁

松本雅明（１９６６）肥後の国府一託麻国府祉発掘調査報告一古代文化１７－３７３～81頁

牧野洋一（１９６６）条里施行前提としての肥後の自然的基盤熊本史学３０号１～１０頁

乙益重隆（１９６６）阿蘇谷の条里制遺構西日本史学復刊２号１～１１頁

鏡山猛（１９６６）北九州の古代遺跡至文堂１～２０４頁

牧野洋一（１９６７）肥後の周辺条里の復原熊本商大論集２５号１～１７頁

谷岡・篭瀬（１９７０）ニツポン再見古今書院１３２～１４０頁

藤岡謙二郎（１９７０）国府吉川弘文館２４８～２５２頁

佐藤伸二（１９７１）熊本県下の地史に関連のある考古学的事実の概説増補改訂熊本地盤

図１０～１７頁

規工川宏輔（１９７５）熊本県内における条里型地割の分布と圃場整備に伴う改変について

日本地理学会予稿集９１６８頁

柴田孝夫（１９７５）地割の歴史地理学的研究古今書院３３～４４頁

木下良（１９７５）肥後国府の変遷について古代文化２７－９１～１９頁

木下良（１９７５）肥前・肥後における「延喜式」駅家と駅路の復原

第７０回歴史地理学会例会報告プリント
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３１）

３２）

３３）

３４）

３５）

３６）

３７)）

藤岡謙二郎編（１９７５）（高橋誠一執筆）日本歴史地理総説編吉川弘文館171～172頁

木下良（１９７６）「立石」考一古駅跡の想定に関して諌早史談８号２８～３６頁

木原武雄（１９７６）和名抄益城国府についての一考察熊本史学４８号１５～３２頁

平川厚編（１９７６）（富田紘一執筆）鹿本町史１２４～１４７頁

木下良（１９７７）国府の「十字街」について歴史地理学紀要１９５～３２頁

山下利夫（１９５８）八代郡宮原地区おける「条里制」の遺構について３３～４７頁

富樫卯三郎（１９５１）熊本平野における篠里制の遺構について西日本史学７号９３頁

詫摩文書

1）１．

２）１０．

３）３３．

４）４７．

５）８４．

６）８５．

７）２２１．

８）２２６．

熊本県条里関係史料目録

大分県史料１２巻

沙弼行西蕊譲状建永元年８月(1206）
詫磨能秀譲状井同時秀配分状等案弘長３年５月１０日（１２６３）

沙禰道秀護譲状文保2年６月』,日(Ⅲ8）
肥後国鹿子木東荘中分領家方坪付案元徳３年４月１９日（１３３１）

詫鱈１族勲功賞肥後国安富荘・ﾈ轍荘内閣所鍍配分状案康永2年１２月２４日（１３４３）

詫磨１族勲功賞肥後国安富荘・神蔵荘内閣所配分状康永３年２月１８日（１３４４）

肥後国山本南荘下司宗形氏綱田地売渡状建久１０年３月１５日（１１９９）

藤崎宮宮掌紀行近田地売券案治承２年８月（１１７８）

阿蘇家文書之１大日本古文書家わけ１３

９）１８８．阿蘇社領宮地居取田検見馬上帳

１０）１８９．〃

１１）２９健軍社領肥後津守保作田人給注文写

１２）220．肥後郡浦庄応永１１年地検帳

建徳３年（１３７２）

〃

天福2年２月１１日（１２３４）

応永１１年（１４０５）

相良家文書之１大日本古文書家わけ５

１３）４４．後家慈妙田畠屋敷中分状案

１４）４５．後家慈妙田畠屋敷中分状坪付案

－３４－

元応２年６月１日（１３２０）



図版１菊鹿盆地（内田川流域）の条里遺構

菊鹿盆地のうち、内田川流域には正方位に近いＮ３ｏＷの方向をとる条里遺構とＮ３７ｏＥの方向を

とる条里遺構が明瞭に認められる。その接する個所に「３６」の伝承地名がある。現在南部より圃場

整備が進められている。（ＫＵ－６７－６ＸＣ２Ｂ－４）



図版２菊鹿盆地（菊池地区）の条里遺構

菊鹿盆地の東部、菊池川と迫間川に挟まれた区域には、旧菊池郡の条里遺構が明瞭に認められる。

その地割はすべてＮ４０ｏＥの方向をとる。現在は圃場整備によってほとんど消滅している。

（ＫＵー６７－３ＸＣ１２－１９）



図版ｅ熊本低地の条里遺構

熊本市の白川と緑川に挟まれる熊本低地の条里遺構ｏここは旧託麻郡の条里に属し、中

央部を南北に走る３号線沿いの平田町。近見町と主要地方道（熊本浜線）沿いの田迎・出

仲間。笛田との間にその遺構が認められる。地割の方向はＮ７ｏＷ。（ＫＵｰ６７－６ＸＣ９－６）



図版４益城町木山付近の条里遺構

熊本市の東部に隣接する上益城郡益城町木山付近の条里遺構。中央部を北東から南西へ

流れる木山川を挟んで北部（条里の方向はＮ２３．Ｗ）と南部（Ｎ１９．Ｗ）にその遺構

が認められる。



編集後記

２年間にわたって調査を実施したがもその集約として本書を作成した。印刷物として公

刊したもの以外に、基礎資料として熊本県内の小字の集成や、熊本県関係中世文書から抽

出した地名一覧などを作成した。

本書と条里地図は熊本県内の条里地区を全て網羅したものとしては最初のものであるが．

これらにより、熊本県内の条里制に対する新たな認識と理解を深めていただければ幸い

と思う。さらに近年問題化することの多い圃場整備事業と文化財保護についての基礎資料

として多いに活用していただく事を願う。

最後に、この調査を実施するにあたってご協力を得た多くの方々 に心よりの謝意を表す。

（隈昭志・島津義昭）

調査責任者

調査総務

調査担当

調査事務所

調査の組織

田辺哲夫
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文化課
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文化課
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前主事

主事

熊本県の条里（条里分布図説明書）

昭和５２年３月３１日

編集熊本県教育庁文化課

発行熊本県教育委員会

熊本市水前寺６丁目１８番１号

印刷．ロ二－印刷
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１ｊ

（図版ｌ）

条里参考文献に次のものを追加する

木下良（１９７６）災害による国府の移転歴史地理学紀要１８５～２４頁

松本雅明（１９７７）木原氏の益城国府説批判熊本史学第４９号２３～３１頁

図版1.2のスケールを下記のようにする。

０５００
１１

（図版２）

熊本県の条里（正誤表）

頁 誤 正

７
１
６
２
３
７
９
７
０
４

，

●●

1１

１
１
１

１

２
３
３

●●●

植木・北部・西合志
●

局地的な条理
●●

歳ノ町

●

来民条理区
●

鯉jIl
｡

合口蔓棺

●

４至を想定

、

１２）十八国

●

１５）「後家慈女の･･･」４４
●

「…屋敷中土状案」４５
⑥

表３里浦南リ
⑨

古郡東リ

●●

l）西日本史学１８１～１８頁
●

天草郡波多郷

31）日本歴史地理総説編

植木・北部

局地的な条里

蔵の町

来民条里区

わぷ

上生川

合口蕊棺

四至を想定

１２）十八口

１５）「後家慈妙の…」４４
●●

「…屋敷中分状坪付案」４５

里浦南り

古郡東り

1）西日本史学１８１～１１頁

天草郡波太郷
●●

31）日本歴史地理総説古代編



 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 25 集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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